
        

第
六
節 

維
新
の
夜
明
け 

砂
糖
地
獄
に
苦
し
み
つ
つ
も
南
海
の
島
々
に
は
昔
な
が
ら
の
太 

平
の
日
は
昇
り
、
貧
し
い
な
が
ら
も
山
野
の
作
物
は
飢
え
を
救
う 

に
は
足
り
、
夜
は
三
味
線
の
音
に
生
を
楽
し
ん
で
い
た
。
時
に
北 

空
に
尾
を
引
く
異
様
な
星
影
を
認
め
た
も
の
の
、
隔
離
の
世
界
は 

依
然
安
穏
の
天
地
で
あ
っ
た
。 

 

し
か
し
時
世
の
荒
波
は
、
す
で
に
島
国
に
押
し
寄
せ
て
い
た
。 

 

江
戸
時
代
二
百
五
十
年
は
泰
平
続
き
農
工
業
の
生
産
は
向
上
し 

      

さ
れ
、
安
政
元
年
（
一
八
五
四
）
和
親
条
約
へ
と
進
む
（
同
五
年 

井
伊
大
老
、
日
米
通
商
条
約
、
続
い
て
蘭
・
露
・
英
・
仏
と
も
結 

ぶ
）。 

 

琉
球
も
決
し
て
そ
の
枠
外
で
は
な
く
、
欧
米
か
ら
の
波
は
真
っ 

先
に
受
け
る
位
置
に
あ
る
。
英
米
艦
隊
の
長
崎
や
浦
賀
へ
の
来
航 

に
は
ま
ず
琉
球
に
寄
港
し
阿
片
戦
争
ご
ろ
そ
の
出
入
最
も
多
く
、 

八
重
山
・
宮
古
で
は
土
地
測
量
・
動
植
物
の
採
集
を
行
い
、
英
・ 

仏
は
宣
教
師
を
那
覇
に
と
ど
め
て
（
英
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
は
滞
在 

八
年
）
内
情
調
査
に
従
事
せ
し
め
、
和
親
通
商
の
条
約
も
日
本
と 

相
前
後
し
て
要
請
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
薩
摩
藩
で
は
弘
化
三 

年
（
一
八
四
六
）
通
商
の
要
求
や
む
を
得
ざ
れ
ば
受
け
て
も
可
と 

内
示
し
て
お
り
、安
政
五
年
藩
主
斉
彬
の
密
使
市
来
四
郎（
広
貫
） 

は
駐
留
フ
ラ
ン
ス
人
を
仲
介
に
蒸
気
船
・
大
砲
小
銃
の
購
入
、
留 

学
生
の
派
遣
を
企
図
し
て
い
る
（
同
年
七
月
斉
彬
公
急
逝
し
中 

止
）。
時
勢
に
明
る
く
修
交
の
不
可
避
を
確
認
し
泰
西
文
物
の
先 

取
り
を
図
る
薩
摩
と
琉
球
の
置
か
れ
た
立
場
を
見
る
べ
き
で
あ 

る
。 

  

江
戸
幕
政
末
期
は
尊
皇
攘
夷
、
勤
王
佐
幕
の
声
に
揺
れ
動
い
た 

が
、
世
界
の
流
れ
に
対
応
し
民
心
を
結
集
し
て
挙
国
一
致
の
態
勢 

貨
幣
経
済
は
発
展
し
て
、
①
農
民
層
は
分
解
し
て
富
農
大
地
主
が 

生
じ
、
江
戸
と
地
方
を
結
ぶ
五
街
道
お
よ
び
運
送
船
の
大
型
化
に 

よ
り
商
品
流
通
は
円
滑
か
つ
大
規
模
化
し
て
豪
商
高
利
貸
の
権
力 

が
伸
び
、
②
一
八
三
〇
（
天
保
）
年
代
以
降
飢
饉
と
百
姓
一
揆
が 

頻
発
し
て
封
建
社
会
の
変
革
を
求
め
、
政
治
改
革
の
必
要
に
迫
ら 

れ
た
が
、
幕
府
や
諸
藩
の
対
策
は
そ
の
効
を
奏
し
な
か
っ
た
。 

 

さ
ら
に
、
変
革
を
不
可
避
に
し
急
速
に
推
し
進
め
た
原
因
に
、 

続
々
押
し
寄
せ
る
欧
米
諸
国
の
ア
ジ
ア
進
出
が
あ
る
。
早
く
も
一 

六
世
紀
に
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
（
天
文
十
二
年
―
一
五
四
三
、
種
子
島 

に
鉄
砲
伝
来
）・
ス
ペ
イ
ン
（
一
五
七
八
、
マ
ニ
ラ
に
根
拠
地
） 

が
現
れ
、
一
七
世
紀
に
入
る
と
先
進
二
国
に
代
わ
り
英
・
蘭
・
仏 

が
印
度
―
―
南
海
地
方
に
着
々
地
盤
を
固
め
、
通
商
重
視
の
オ
ラ 

ン
ダ
の
我
が
国
と
の
接
触
は
早
く
（
寛
永
十
八
年
―
一
六
四
一
、 

平
戸
か
ら
長
崎
出
島
に
商
館
を
移
す
）、
北
シ
ベ
リ
ア
で
は
ロ
シ 

ア
の
馬
蹄
が
響
く
。一
八
世
紀
後
半
に
は
欧
米
の
新
体
制
整
い（
一 

七
七
〇
年
ご
ろ
英
の
産
業
革
命
・
印
度
支
配
、
一
七
七
六
米
合
衆 

国
独
立
、
一
七
八
九
仏
大
革
命
）
東
洋
進
出
め
ざ
ま
し
く
、
日
本 

近
海
に
は
英
・
露
の
艦
船
が
頻
々
と
出
没
し
、
一
八
四
二
年
大
清 

国
も
阿
片
戦
争
に
敗
れ
て
英
国
に
香
港
島
割
譲
、
五
港
開
港
の
や 

む
な
き
に
至
り
、
日
本
は
米
国
ペ
リ
ー
艦
隊
に
太
平
の
眠
り
覚
ま 

      

を
結
成
す
る
に
は
、
全
国
民
統
合
の
シ
ン
ボ
ル
た
る
皇
室
を
中
核 

と
す
る
中
央
集
権
を
樹
立
す
る
以
外
に
な
く
、
や
が
て
大
政
奉
還 

と
成
り
、
戊
辰
の
戦
果
を
経
て
明
治
四
年
廃
藩
置
県
で
庶
政
一
新 

の
明
る
い
夜
明
け
を
迎
え
る
。 

 

そ
の
変
遷
は
以
下
各
項
で
詳
し
く
説
か
れ
る
で
あ
ろ
う
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
甲
斐
不
二
男
） 
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